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議題１ 放課後児童クラブの待機児童

●放課後児童クラブの待機児童

❃ 児童育成センターの利⽤（預かり）を希望したが、施設の定員から、入所できていない児童

R3 第２城南児童育成センター開所、大樹寺児童育成センター増設（65人増）
R4 第２六ツ美南部児童育成センター開所（35人増）
R5 第２緑丘児童育成センター開所（50人増）

❃ ⼊所できなかった児童は、カバン下校により、学区こどもの家で⾏われている「放課後⼦ども教
室」を下校時から利⽤することが多い（⾒守り、無料）。
カバン下校︓275人
内訳︓４〜６年⽣︓146人（R３年度︓124人）

１〜３年⽣︓129人（Ｒ3年度︓123人）
❃ 学年が上がるほど、学区こどもの家での無料の⾒守りで良いと考えている家庭が多いことが推測
されます。

❃ そこで、岡崎市では、１〜３年⽣のカバン下校児童数を放課後児童クラブを必要としている人数
の目安ととらえています。

年度 R3 R4 R5※

定員 2,605 2,640 2,690

人数（１～６年生） 325 339 385

うち１～３年生の人数 147 143 127

※R5は２月末現在



●第２緑丘児童育成センター（公設⺠営）
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【工事概要】
１ 設置場所 緑丘小学校小学増築校舎内
２ 整備内容 ①専用室（88.50㎡） ②トイレは小学校との共用
３ 完成時期 令和４年12月
４ 開所時期 令和５年４⽉を予定（利⽤予定者は募集済み）

・鉄骨造２階建校舎（延べ床面積614.40㎡）の１階に児童育成 センター専用室（床面88.50㎡)
を整備した。

・学校校舎内に児童育成センターを整備することにより、利⽤児童は放課後の施設への移動が、近
距離で、かつ安全に⾏うことができる。

・利⽤児童の遊び場は、校庭・遊具を使⽤できる予定
部活との兼ね合いもあることから、場所や時間帯について小学校と相談しながらの使用となる。

【学区概要】
既設児童育成センター︓１館
（こどもの家敷地内学校から徒歩５分程度）
１ 定員50名（暫定的に65名受入）

⇒ 第２完成後は50名とする予定
２ 利⽤状況・待機状況等

年度 R1 R2 R3 R4 R5※

児童育成センター定員 65 65 65 65 50

第2センター定員 整備 65

待機児童数（5月１日現在） 43 32 48 56 9

議題２ 令和４年度の整備実績

※R5は２月末現在
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令和４年12月完成
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●第２緑丘児童育成センター（公設⺠営）



風の子クラブＢクラス（根石学区）
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【整備概要】
増加する利⽤児童に対応するため、現在実施している2
支援のうち、1支援を別の建物で実施する。
⑴ 定員︓62名→81名（19名増加）
⑵ 開所時期 令和５年２⽉

学童クローバークラブ岡崎⻄（⽮作南学区／⽮作北学区）

【整備概要】
増加する利⽤児童に対応するため、1支援増やし、実施する。
⑴ 定員︓40名→60名（20名増加）予定
⑵ 開所時期 令和５年４⽉（⽮作北学区追加）

学童クローバークラブ康生（連尺学区／梅園学区）

【整備概要】
増加する利⽤児童に対応するため、1支援増やし、実施する。
⑴ 定員︓38名→78名（40名増加）予定
⑵ 開所時期 令和５年４⽉

●⺠間放課後児童クラブ

風の子クラブＢクラス（２階部分使用）

設置学区／設置学区以外の主な対応学区



●令和４年度の開所実績第３岡崎児童育成センター（⻑期休業のみ）
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【開所概要】
１ 開所場所 令和３年度完成の増築校舎１階の図⼯室（127.89㎡）
２ 建物構造 校舎に独⽴した⽞関あり、図⼯室にエアコンあり
３ 開所時期 令和４年度夏休み以降の⻑期休業のみ（学校が使⽤しない時間にサテライト的活⽤）
４ 対象者 岡崎児童育成センターの待機児童、ほか岡崎小学校の児童
５ 利⽤⼈数 夏休み 21人 冬休み ３人 春休み 17人を予定
６ その他 特別教室を児童育成センターとしても活用できる建物構造になっているが、現時点で

は、学校の教育活動に影響を与えない⻑期休業のみの開所
令和５年度は⻑期休業期間を通年（夏休み、冬休み、春休みを⼀括）
で使えるようにした。（14人）

【学区概要】
既設児童育成センター︓2館（こどもの家敷地内）
１ 定員100名（各館50名）
２ 利⽤児童数

年度 R1 R2 R3 R4 R5※

第１センター定員 50 50 50 50 50

第2センター定員 50 50 50 50 50

第３センター定員（長期休業のみ）
整備

50 50

〃 利用者数（長期休業のみ） 21（夏） 17（春）

待機児童（5月1日時点） 35 55 27 35 20

議題３ ⻑期休業における学校施設を活⽤した児童育成センターの開所

※R5は２月末現在
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●令和４年度開所実績 第３岡崎児童育成センター（⻑期休業のみ）

送迎ルート

駐車場

図工室



●令和５年度以降の計画
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➣ 児童数の⾒込みに対して、放課後の受け⽫が不⾜する学区について、⺠間事業者の参⼊を促進し
ます。

➣ 「放課後居場所緊急対策事業」の制度活⽤に向け、⽮作北学区で実証実験を実施します。

➣ 小学校施設の児童育成センターとしての活用を検討するほか、市営住宅建替整備に合わせ、敷地
内に放課後児童クラブ室を併設して整備を進めます。

議題４ 令和５年度以降の計画

市営平地住宅放課後児童クラブ完成イメージ図

市営平地住宅
放課後児童クラブ
（緑丘学区）

開所予定︓令和６年４⽉
定員︓40人
公設⺠営型による運営

市営大樹寺住宅
放課後児童クラブ
（大門学区）

開所予定︓令和８年４⽉
定員︓35人
公設⺠営型による運営
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